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6 ．学術情報センター

学術情報センター長… 福田　国彦（放射線医学講座）… （平成25年 4 月から）
同　図書館国領分館長… 横井　勝弥（数学研究室）… （平成25年 4 月から）

1）平成25年度統計（平成25年 4 月 1 日～平成26年 3 月31日）
⑴　図書館
　　①　蔵書冊数… … 258,930冊
　　②　現在受入雑誌数…… 872種…（和728種、洋144種）
　　③　電子ジャーナル提供数… 7,920種
　　④　館外貸出冊数… … …11,431冊
　　⑤　他学との文献相互貸借数… 貸出…3,408件… 借受…2,793件
　　⑥　複写サービス… … 113,858枚…（代行複写、相互貸借（他館への
… … … … 提供）、附属病院へのFAX送信、
… … … … セルフコピーの合計）
　　⑦…情報検索サービス… 81,284件…（代行とセルフサービスの合計）
⑵　国領分館
　　①　蔵書冊数… … 86,209冊
　　②　現在受入雑誌数…… 366種…（和314種、洋52種）
　　③　館外貸出冊数… … 8,140冊…（視聴覚資料含む）
⑶　標本館
　　①　標本数　　　マクロ標本… 1,615点
　　　　　　　　　　顕微鏡標本… 2,549点
　　②　視聴覚資料　ビデオ・プログラム… 1,864セット
　　　　　　　　　　スライド・プログラム… 601セット
　　　　　　　　　　16mmフィルム… 37セット
　　　　　　　　　　コンピュータ・ソフトウェア… 64セット
　　　　　　　　　　語学プログラム… 205セット
　　　　　　　　　　その他… 79セット
⑷　史料室

見学者数　283名（学内36名、学外247名）
⑸　写真室
　　①　撮影・スライド作成… …54件…（1,606枚）
　　②　レントゲンフィルム複製… …55件…（760枚）
　　③　ビデオ編集… … …58件…（201時間）
　　④　カラープリント出力（ポスター作成含む）… 565件…（10,446枚）
　　⑤　35mmスライドのデジタル化… …18件…（294枚）

2）主な事項
⑴　医学部学生および大学院生の演習の担当
　　医学科 1年生・2年生の「医学総論」、医学科 3年生・4年生の「医療情報：EBMコース」、

看護学科 3年生の「研究方法論：文献検索実習」での情報検索演習、看護学科 1年生の図
書館オリエンテーション、大学院医学研究科看護学専攻修士課程1年生への演習を担当した。

⑵　教職員等を対象とした情報検索演習
　　教育センターによる附属4病院の在職看護師を対象とした「エデュケーションナース研修」、

東京慈恵会による学内外の看護教育関係者を対象とした「教務主任養成講習会」で情報検
索演習を担当した。また、教職員を対象としたデータベース講習会を 3回実施し、延べ31
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名の参加があった。
⑶　ネットワークを介した情報提供
　　電子ジャーナルと医学関連データベースをネットワーク経由で利用できる環境を維持した。

データベースに新規データが追加された際に電子メールにて通知するサービス（AutoAlert
サービス）を、引き続き実施している。また、新聞4紙から医療および大学関係の記事の
見出しを学内に電子メールで配信するサービス（平成16年12月開始）も継続した。

⑷　学術リポジトリの構築
　　学内の学術成果物を電子的に蓄積し、インターネット上に公開するためのシステムである

学術リポジトリの運用を担当している。『東京慈恵会医科大学雑誌』、『Jikeikai…Medical…
Journal』、『教育・研究年報』、『Research…Activities』、『高木兼寛の医学Ⅴ』の最新の内
容を登録し、インターネット経由で参照できるようにした。また、「学位規則の一部を改
正する省令（平成25年文部科学省令第5号）」を受け、学事課との協力により学位論文要旨
の学術リポジトリによるインターネット公開を開始した。

　　平成25年度の学術リポジトリへの登録件数は370件で、利用状況は閲覧428,647件、ダウンロー
ド585,325件であった。

⑸……『東京慈恵会医科大学教育・研究年報2012（第32号）』および『Research…Activities…2012』
の編集

　　両年報の編集作業を担当した（両年報とも 3月 1日発行）。
⑹　教員評価システム管理委員会への参加
　　教員評価システムの業績データ入力機能に関する問合せ窓口を担当し、学内教職員を対象

とした入力方法の説明会を2回実施した。
⑺　医学論文書きかた講習会の開催
　　Jikeikai…Medical…Journal編集委員会と東京慈恵会医科大学雑誌編集委員会の共催による

以下の講習会の開催を担当した。これらの講習会は大学院共通カリキュラムの必須科目 ｢
医学研究概論｣ の授業を兼ねている。
・「文章の書き方Q&A」（ 5月14日）
　（丸毛啓史教授・整形外科学講座）
・「Useful…Tactics…and…Strategies…in…Successfully…Presenting…a…Research…Paper」（ 5月
21日）
　（小原平教授、Evelyn…Jane…Reinbold講師・英語研究室）
・「Choosing…the…Right…Words」（ 5月28日）
　（岡崎真雄教授・学術情報センター）
・「教授、忙しすぎて論文が書けません！」（ 5月30日）
　（嘉糠洋陸教授・熱帯医学講座）

　（開催時間は、いずれも18時～19時30分）
⑻　総合展示の開催
　　以下 3テーマの展示の提供をいただき、1月27日（月）～ 2月 7日（金）に大学1号館ロビー、

高木会館ロビーにて開催した。
・「日本における胆石症の病態と臨床」
　髙木一郎教授（内科学講座（消化器・肝臓内科））
・「画像ガイドによる経皮的腎がん凍結治療に携わって」
　原田潤太教授（放射線医学講座・柏病院）
・「葛飾医療センターにおける経肛門的直腸脱手術の変遷」
　又井一雄教授（外科学講座・葛飾医療センター）

⑼　教材・研究資料の作成支援
　　学内教職員・学生、同窓生を対象に、静止画・動画の撮影、画像データのデジタル編集、

ポスター作成、ビデオ編集、35mmスライドのデジタル化の各サービスを実施した。
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⑽　レントゲンフィルムの複製
　　教育・研究用、病院保管用の資料作成、他病院・関連機関への情報提供のためのレントゲ

ンフィルム複製の業務を担当した。
⑾　広報活動支援業務
　　学内行事および広報用の写真撮影、また画像データの保管・提供を担当した。
⑿　リモートアクセスサービスの開始
　　大学ネットワーク上で利用可能となっている電子ジャーナルおよびデータベースを学外（自

宅や派遣先）からアクセスするためのサービスである「リモートアクセスサービス」（平
成21年度開始）の登録およびサポート作業を行った。平成25年度の新規登録は247人で、
平成25年度末までに利用登録者は1,591人となった。

⒀　「東京慈恵会医科大学130年史（平成23年度発行）」関連の業務
　　掲載内容に関する問い合わせへの対応、130年記念事業寄付者へ送付確認作業を担当した。




